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　韓国の仁川で行われたThe Eighth KSME-JSME 
に参加しました。今回の学会は韓国と日本の機械学
会が主催する熱流体工学に関する学会であり、参加
者の大半は韓国人と日本人で、その他にもアメリカ
やシンガポールなど色んな国の研究者も参加してお
りました。この学会発表が私にとって初めての海外
での発表であるため、海外に行くことができる嬉し
さの反面、英語の苦手な私は大きな不安も感じまし
た。しかし、自分の英語で他の国の人と話すことで
自信がつき、他の国の文化に接することでその不安
は無くなりました。また、私が専攻している流体工
学の分野での最新の研究や違う分野の研究を公聴す
ることで、自分の研究に対し新しいアイデアを得る
ことができ、自分の改善点が見つかるなど、とても
良い経験になったと思います。
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